
2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 アメリカの文

化と言語Ⅰ 

科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 １年生 

講義目標 これからの国際社会に対応していくためには世界的公用言語である英語で

のコミュニケーション能力が必要である。高校までの暗記を中心とした受

験英語や学習とは違い、表現力を重視した、読む・書く・聴く・話す、の

四技能を養い、実用的な英語を使いこなすためには、日本語とは異なる英

語の言語学的特徴（発音、文法、語法等）を理解することが大切である。

また、英語という言語の背景にある、主にアメリカを中心とした英語圏の

文化の理解にも重点を置く。 

講義概要 コミュニケーション（聞く、話す）を中心として講義を行い、英語力を高

めると同時にアメリカの文化やその文化の背景を理解する。 

講義計画 １、英語での自己紹介を考え、発表する 

２、マーティンルーサーキングについてテキストを要約する 

３、マーティンルーサーキングについてテキストを要約する 

４、スティーブンスピルバーグについてテキストを要約する 

５、スティーブンスピルバーグについてテキストを要約する 

６、エルビスプレスリーについてテキストを要約する 

７、エルビスプレスリーについてテキストを要約する 

８、アーネストヘミングウェイについてテキストを要約する 

９、アーネストヘミングウェイについてテキストを要約する 

10、ビルゲイツについてテキストを要約する 

11、ビルゲイツについてテキストを要約する 

12、グロリアステイネムについてテキストを要約する 

13、グロリアステイネムについてテキストを要約する 

14、カーネギーについてテキストを要約する 

15、カーネギーについてテキストを要約する 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

ピーター・セラフィン、根間弘海『Twenty American Heroes』三修社。 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 ジェンダー論 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 １年生 

講義目標 生物学的に決定された性と社会的に規定された性(ジェンダ ー)であるか

は、今後の社会を考える上で大きな問題となりうる。ジェンダー論の歴史

やジェンダー政策等を知ることを通して多様な考え方や価値観を身につけ

る。 

講義概要 日本社会の今後の変遷を予測し、望ましい社会様式を模索する。また、ゲ

イなどのマイノリティのセクシャリティー問題や、シングルマザーなどの

人々の問題にもアプローチを試みる。 

講義計画 １、ジェンダーと社会学の視点 

２、生物学的性差とジェンダー 

３、文化の中のジェンダー 

４、歴史の中のジェンダー 

５、性差別とジェンダー 

６、性暴力とジェンダー 

７、「女らしさ」（女らしさの形成と再生産、諸問題）： 

８、「男らしさ」（男らしさの形成と再生産、諸問題）： 

９、労働とジェンダー 

10、家族の中のジェンダー 

11、教育とジェンダー 

12、スポーツとジェンダー 

13、セクシュアリティとジェンダー 

14、国際社会とジェンダー 

15、ジェンダー政策のゆくえ 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

伊藤公雄『新訂 ジェンダーの社会学』放送大学教育振興会 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 音楽 科目区分 演習 単位数 ２単位 

時間数 ６０時間 対象学年 １年生 

講義目標 楽譜を読む、音を奏でる、リズムを打つといった音楽の基礎知識、技術を

身につけ、対象者に合わせた音楽活 動について考察する。 

講義概要 保育・教育・福祉等の現場に即した音楽活動について体験的な学習をす

る。 

講義計画 １、スクーリングにおける学修内容と科目終了試験について 

２、バイエル３５番、または５５番 

３、バイエル３７番、または５９番 

４、バイエル３９番、または６６番 

５、バイエル４６番、または７３番 

６、バイエル４９番、または７７番 

７、ピアノ個人レッスン 

８、ピアノ個人レッスン 

９、ピアノ個人レッスン 

10、ピアノ個人レッスン 

11、簡単な伴奏での弾き歌い 

12、コードネームによる和音伴奏での弾き歌い 

13、レポート設題に向けて 

14、スクーリング修了試験の準備 

15、科目終了試験の準備 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

石橋裕子、他『新 保育者・小学校教員のためのわかりやすい音楽表現入

門』 

北大路書房。 楽譜：『標準バイエルピアノ教則本』全音楽譜出版社。 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 音楽Ⅱ 科目区分 演習 単位数 ２単位 

時間数 ６０時間 対象学年 ２年生 

講義目標 「音楽基礎Ⅰ」で習得した音楽理論や楽器演奏等の基礎技能をふまえ、保

育や教育の場において音楽を展開する上で必要とされる、保育・教育者と

しての素養と実践に必要な音楽の知識・技能等を習得する。 

講義概要 歌唱、ピアノ伴奏、弾き歌い （ピアノ伴奏をしながら歌う）等の技術を

身につけるとともに、子どもを対象とした音楽活動とその指導について実

践的に学 ぶ。 

講義計画 １、ピアノ演奏及び弾き歌い個人レッスン 

２、ピアノ演奏及び弾き歌い個人レッスン 

３、ピアノ演奏及び弾き歌い個人レッスン 

４、ピアノ演奏及び弾き歌い個人レッスン 

５、ピアノ演奏及び弾き歌い個人レッスン 

６、ピアノ演奏及び弾き歌い個人レッスン 

７、ピアノ演奏及び弾き歌い個人レッスン 

８、ピアノ演奏及び弾き歌い個人レッスン 

９、ピアノ演奏及び弾き歌い個人レッスン 

10、ピアノ演奏及び弾き歌い個人レッスン 

11、ピアノ演奏及び弾き歌い個人レッスン 

12、ピアノ演奏及び弾き歌い個人レッスン 

13、ピアノ演奏及び弾き歌い個人レッスン 

14、ピアノ演奏及び弾き歌い個人レッスン 

15、スクーリング修了試験の準備、授業のまとめ。 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

石橋裕子、他『新 保育者・小学校教員のためのわかりやすい音楽表現入

門』 

北大路書房。 楽譜：『標準バイエルピアノ教則本』全音楽譜出版社。 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 

科目名 音楽実践演習 科目区分 演習 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 ３年生 

講義目標 さらに発展的に様々な曲を学ぶことで技術を確かなものにする。さらに読

譜力を養うと同時に歌を歌うための発声法を学ぶ。「音楽Ⅱ」で学ぶリズム

活動など、保育現場での音楽活動に関わる演奏に発展する保育実践に焦点

を当てた演奏力を身につける。 

講義概要 「音楽」で学んだ基本的な音楽理論（楽典、和声法）、鍵盤楽器の基本的奏

法を駆使して、より実践力を高めるための演習を行 う。 

講義計画 １、音楽応用理論①（メジャーコード、マイナーコード） 

２、音楽応用理論②（その他のコード、転回形） 

３、音楽応用理論③（コードで弾く歌） 

４、音楽応用理論④（リズムカードの創作） 

５、音楽応用理論⑤（リズムカードのグループワーク） 

６、音楽応用理論⑥（リズムを使った音遊び） 

７、中間のまとめ（ピアノ実技発表・音楽理論に関する筆記試験） 

８、ピアノ個人レッスン（子どもの歌弾き歌い） 

９、ピアノ個人レッスン（子どもの歌弾き歌い） 

10、歌（保育に必要な歌の歌唱） 

11、歌（保育に必要な歌の歌唱） 

12、歌（保育に必要な歌の歌唱） 

13、歌（発声法・歌に親しむために） 

14、歌（発声法・歌に親しむために） 

15、まとめ（ピアノ弾き歌い発表、評価） 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

石橋裕子、他『新 保育者・小学校教員のためのわかりやすい音楽表現入門』

北大路書房。  

楽譜：『標準バイエルピアノ教則本』全音楽譜出版社 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 

科目名 音楽実践演習Ⅱ 科目区分 演習 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 ４年生 

講義目標 「音楽実践演習Ⅱ」では「音楽Ⅱ」で学んだことを実践する力をさらに高

めるための演習を行う。 

講義概要 リズム活動で使用される楽曲の 演奏や動きに合わせ即興的に演奏する方

法を実践的に学ぶ。わらべうたに関する理解を深め、歌い遊べるわらべう

たのレパートリーを増やす。リズム楽器をはじめとする，保育活動で使用

される楽器の正しい奏法、扱いに習熟し、子どもの歌や楽曲を楽器で楽 し

む方法を学ぶ。 

講義計画 １、リズム活動の実践①拍、拍子感について 

２、年齢に応じた手遊び歌の実践① 

３、リズム活動の実践②緩急と強弱 

４、年齢に応じた手遊び歌の実践② 

５、リズム活動③言葉とリズム 

６、年齢に応じた手遊び歌の実践③ 

７、リズム活動④ニュアンスを感じて表現する 

８、年齢に応じた手遊び歌の実践④ 

９、手遊び歌の発表 

10、アンサンブルの実践①簡易楽器の演奏法の復習 

11、アンサンブルの実践②楽器を用いたアンサンブル練習 

12、アンサンブルの実践③楽器を用いたアンサンブル練習 

13、子どもの歌弾き歌い。 

14、子どもの歌弾き歌い。 

15、子どもの歌試験 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

石橋裕子、他『新 保育者・小学校教員のためのわかりやすい音楽表現入門』

北大路書房。 楽譜：『標準バイエルピアノ教則本』全音楽譜出版社。 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 教育学概論 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 １年生 

講義目標 教育という営みに関心があり、「教育とは何か」ということを考え始めて

いる人に対し、教育（学） の基本的な概念と基礎理論について概括する

ことをとおして、教育の意義と目的、教育の歴史及び思想、我が国の学校

教育制度、発達段階に応じた指導原理、家庭教育及び地域教育の意義等に

ついて学ぶことを目的とする 

講義概要 受講生一人ひとりが、教育（学）および児童福祉の観点から今日の「子ど

も」を取り 巻く環境の変化を理解した上で、「よりよい教育とは何か」を

考える力を養う。 

講義計画 １、教育の基本原理（１） 

２、教育の基本原理（２） 

３、西洋の教育の制度と思想の歴史（１） 

４、西洋の教育の制度と思想の歴史（２） 

５、日本の教育の制度と思想の歴史（１） 

６、日本の教育の制度と思想の歴史（２） 

７、発達と教育（１） 

８、発達と教育（２） 

９、家庭・地域教育（１） 

10、家庭・地域教育（２） 

11、新学習指導要領等の特徴（１） 

12、新学習指導要領等の特徴（２） 

13、現代教育の課題（１） 

14、現代教育の課題（２） 

15、現代教育の課題（３） 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

広岡義之『新しい教育原理』ミネルヴァ書房 

文部科学省『幼稚園教育要領』 

文部科学省『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 教育心理学 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 ２年生 

講義目標 教育心理学とは、子供を教育していく上で必要となる知識を身につけ、子

供の成長を促すためのより良い教育とは何かを心理学的 視点から探求す

る学問といえる。そのため、発達、学習、パーソナリティ、測定・評価の

４つの領域について基礎知識が必要となってくる。 

講義概要 基礎的知識修得はもちろんのこと、事例にのっとり、それらの知識をいか

に教育の実践に役立てていくのか検討し、教育現場において生じる問題及

びその背景、教育現場における心理社会的課題及び必要な支援を学ぶ。併

せて、 現実の教育現場で起きている問題への応用を考える 

講義計画 １、教育心理学とは 

２、教育心理学のあゆみ 

３、子どもの発達 ―遺伝と環境、レディネスの概念― 

４、知能 ―知能の概念の有効性と限界― 

５、性格（パーソナリティ） ―性格の概念と個人差― 

６、学習のメカニズムについて 

７、学ぶ意欲と授業の課程 ―動機づけとさまざまな授業方法― 

８、学習の評価 ―教育評価の方法とテスト― 

９、社会性を育む 

10、集団としての子ども ―教育現場の社会心理学― 

11、子どもの不適応行動１ ―いじめの問題― 

12、子どもの不適応行動２ ―不登校、非行などの問題― 

13、子どもの不適応行動３ ―現代を生きる子ども 

14、学校カウンセリングの基礎 

15、障害のある子どもの理解 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

櫻井茂男『たのしく学べる最新教育心理学 教職に関わるすべての人に』

図書文化。 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 教育相談 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 ３年生 

講義目標 教育相談は、現在の学校教育のすべての活動のなかで幅広く実践されてお

り、教師にとって不可欠な資質であるため、その知識及び実践力を身に着

ける。 

講義概要 学校における教育相談とは何か、その意義と課題を理解し、教育相談にか

かわる心理学の基礎的理論や概念を学ぶとともに、教育相談を進める際に

必要な基礎的知識を身に着ける。また、教育相談の具体的な進め方や、組

織的な取り組みや連携の必要性について理解する 

講義計画 １、教育相談の意義 

２、来談者中心カウンセリングとカウンセリング･マインド 

３、開発的カウンセリング 

４、さまざまな心理療法（1） 

５、さまざまな心理療法（2） 

６、さまざまな心理療法（3） 

７、パ－ソナリティ 

８、発達 

９、発達障害 

10、心の問題 

11、教育アセスメント 

12、不登校･不登園 

13、非行、いじめおよび虐待 

14、校内（園内）体制と組織的な取り組み 

15、関係機関との連携・協働 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

石川正一郎、他『エッセンス学校教育相談心理学』北大路書房 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 

科目名 教育方法論 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 ３年生 

講義目標 教授・学習の方法を学び、授業論、学習形態や教育評価などについて理解

を深める。 

講義概要 教育方法の原理と基本、学習指導案の意義と作成手順・教材研究などを含

む授業論、学習形態や教育評価などについて学ぶ。 

講義計画 １、教育方法やその原理について 

２、「西洋教育史」について 

３、「日本教育史」について 

４、「学習指導要領の歴史的変遷」について 

５、「教育課程編成の原理と諸類型」について 

６、「学校の教育課程編成」について 

７、「授業の構造と意義」について 

８、「問題解決学習」について 

９、「展開のある授業」を生み出すための「教材研究」 

10、「授業中の発問と説明」について 

11、「学習活動の個別化」と「ティーム・ティーチング」 

12、「学習効率を高めるための教育技術」について 

13、「学力と教育評価」 

14、「指導要録」について 

15、望ましい授業の在り方を探る学習指導案の作成と模擬授業について 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

柴田義松、他『教育の方法と技術』学文社。 

文部科学省『小学校学習指導要領解説 総則編』東洋館出版社。 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 教育法規 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 ３年生 

講義目標 幼稚園、小学校、中学校教諭等の教員を目指す人たちが教育法規に関する

基礎的な知識を身につけ、教員採用選考 試験問題を解けるようになるこ

と。そして教員となった折には、その知識を用いて学校における法的な諸

課題に対応できるように なることを目標とする 

講義概要 教育法規を体系的に理解し、その主な内容について説明する。教員や教員

採用選考試験受験生にとって必要最低限の教育法規に関する基礎知識を理

解し、重要な用語について説明する。 

講義計画 １、国の法令 

２、教育行政 

３、学校教育 

４、学校組織と教育活動 

５、教育課程 

６、児童・生徒と生徒指導 

７、教職員の職務と研修 

８、教職員の職務と研修 

９、人権教育における法規① 

10、人権教育における法規② 

11、障害児教育・特別支援教育と法規① 

12、障害児教育・特別支援教育と法規② 

13、学校保健・安全と法規 

14、児童福祉・男女共同参画と法規 

15、生涯学習・社会教育と法 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

古川治・今西幸蔵・五百住満 編著 『教師のための教育法規・教育行政入

門』 ミネルヴァ書房。 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 教職実践演習（小

学校） 

科目区分 演習 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 ４年生 

講義目標 教育に対する使命感、責任感、子どもや保護者とのコミュニケーションや

授業を行うための様々な準備について理解する 

講義概要 教育実習に関する、討論、事例検討、ロールプレイ、模擬授業等を行う 

講義計画 １、望ましい教師像 

２、授業つくり、学級つくりのステップ 

３、わかる授業を成立させる条件 

４、授業を成立させる条件 

５、学級を成立させる条件 

６、導入と評価の工夫 

７、学級のルール 

８、指導案と授業 

９、模擬授業とその検討① 

10、模擬授業とその検討② 

11、模擬授業とその検討③ 

12、保護者、地域等の連携、活用 

13、自己の支援等の見直し① 

14、自己の支援等の見直し② 

15、まとめ 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

講義中に配付する資料。 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 教職実践演習（幼

稚園） 

科目区分 演習 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 ４年生 

講義目標 教育実習での体験を主たる題材として、子育て支援のあり方の幅広い可能

性に重点を置いて「こどもの専門家」としての職業意識を養う。 

講義概要 教育実習体験での具体的な事例、課題についてグループで課題を設定し、

学習を行うことを通じて問題解決の総合能力を養う。 

講義計画 １、保育者の専門性とは何か 

２、教育実習においての問題点と今後の課題について 

３、児童虐待 

４、多文化保育 

５、統合保育・その他 

６、児童を取り巻く問題点について 

７、幼児文化教材の理論について 

８、幼児文化教材の制作① 

９、幼児文化教材の制作② 

10、幼児文化教材の制作③ 

11、幼児文化教材発表会 

12、職務に対しての使命感・責任感、社会性・対人関係能力 

13、幼児の理解・学級経営 

14、保育内容の指導力」 

15、保育者の質と組織活性化とは何か。 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

講義中に配付する資料。 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 

科目名 教養基礎演習Ⅰ 科目区分 講義・演習 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 １年生 

講義目標 「教養」とは何かを再確認し、それを身につけることの意義についても考

察する。 

講義概要 「教養」を身につけるための一環として、①国語問題②計算問題③英語問

題④資料問題を解いたり、⑤小論文（自己紹介文、報告書、感想文など）

を作成したりしながら、基礎学力を身につける。また、それらの問題を解

くための技法や留意点などについて理解し、応用力を高める。 

講義計画 １、教養を身に付けることの意義 

２、国語問題を解くための技法や留意点① 

３、国語問題を解くための技法や留意点② 

４、国語問題を解くための技法や留意点③ 

５、計算問題を解くための技法や留意点① 

６、計算問題を解くための技法や留意点② 

７、計算問題を解くための技法や留意点③ 

８、英語問題を解くための技法や留意点① 

９、英語問題を解くための技法や留意点② 

10、資料問題解くための技法や留意点① 

11、資料問題解くための技法や留意点② 

12、小論文を書くための技法や留意点① 

13、小論文を書くための技法や留意点② 

14、社会人基礎力とは① 

15、社会人基礎力とは② 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

公務員試験専門 喜治塾 『無敵の地方公務員初級過去問クリア問題集』 

高橋書店。 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 

科目名 教養基礎演習Ⅱ 科目区分 講義・演習 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 ２年生 

講義目標 広く基礎科目を学習することにより、大学卒業程度の深い教養を身につ

け、公務員および一般の就職試験や大学院入試などに対応できる、一般教

養の学力をつけることをめざす。 

講義概要 問題を解きながら、幅広い教養を身に付ける。 

講義計画 １、環境問題について① 

２、環境問題について② 

３、南北ベトナムの統一について 

４、ベルリンの壁の崩壊について 

５、湾岸戦争について 

６、昭和天皇の崩御とは何を意味するのか 

７、沖縄返還について 

８、東京とサンフランシスコの時差の問題 

９、ABO 式血液型の遺伝の仕方について 

10、日本の四季の天気について 

11、ビルの屋上からボールを水平方向へ投げる問題について 

12、世界遺産について① 

13、世界遺産について② 

14、世界遺産について③ 

15、世界遺産について④ 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

東京アカデミー『セサミノート②一般教養』七賢出版。 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 健康・スポーツ 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 １年生 

講義目標 運動やスポーツは発育段階によって質・量とも異なり、基礎体力やスキル

を習得するには相応の至適時期があることを理解する。各方面における現

場での具体的な運動計画を構築できるようにし、人間の真の健康とは何か

を探る。 

講義概要 場や状況を考慮した各種スポーツや遊びを実践し、歩く、走る、跳ぶ、握

る、ぶら下がるなど、種々の動きを促すための｢運動｣の重要性・必要性を

理解する。 

講義計画 １、「健康･スポーツ」の考え方とこれから必要となる健康感の把握 

２、スポーツテストの歴史とその役割 

３、スポーツテストの実施方法の理解 

４、スポーツテストの実施方法の理解 

５、スポーツテストが意味するもの詳細とその意義 

６、スポーツテストの分析① 

７、スポーツテストの分析② 

８、分析結果の考察および相互における分析 

９、分析結果の考察および相互における分析 

10、対象者（各現場の視点からによる）の体力･健康における近年の傾向 

11、基礎体力・基本的生活習慣から見た対象者の理解 

12、各種トレーニングの理解と期待される効果 

13、近年における健康感 

14、健康感の変遷と「Wellness」の基本的な考え方の理解と健康感の展望 

15、本科目のまとめ（理想的な健康観） 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

大学生の健康・スポーツ科学研究会『大学生の健康・スポーツ科学』道和

書院。 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 国語 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 ２年生 

講義目標 書写を含む国語（日本語）に関する基礎的・基本的知識理解を確かにする

とともに、今日の国語国字問題や国語教育及び言語生活について考える力

を育てる。 あわせて、各自の言語生活の向上と世界の言語のひとつとし

ての認識力を持って母国語としての日本語を尊重し、良くしようとする態

度と実践力を養う。 

講義概要 世界の言語と日本の言語を比較して日本語の特徴を捉え、読む・書く・聞

くといった基本的な活動を通して、国語力の向上につなげる。 

講義計画 １、日本語の特色（1） 

２、日本語の特色（2） 

３、日本語の方言のちがい 

４、日本語の音声の特徴（1） 

５、日本語の音声の特徴（2） 

６、日本語の語彙について（1） 

７、日本語の語彙について（2） 

８、日本語の文字及び表記法の問題点 

９、日本語の文法の特徴（1） 

10、日本語の文法の特徴（2） 

11、日本語の文法の特徴（3） 

12、日本語の文法の特徴（4） 

13、日本語の敬語の使い方 

14、日本語の国語国字問題 

15、国語力の向上や日本語の尊重に関する言語施策 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

金田一春彦『日本語 新版上下』岩波新書 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 国際社会と日本 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 １年生 

講義目標 我が国の国際的な立ち位置や今後の展望や課題等についての教養を身につ

け、グローバルな思考が出来るようになることを目指す。 

講義概要 国際的な比較の中で、わが国の政治や国際関係、文化、社会の特色につい

て考察する。 

講義計画 １、世界の中の国連、国連の中の日本① 

２、世界の中の国連、国連の中の日本② 

３、世界の中の国連、国連の中の日本③ 

４、国連総会のダイナミクス① 

５、国連総会のダイナミクス② 

６、戦後日本の外交と国連 

７、外交という仕事 

８、世界各地の紛争と日本のスタンス① 

９、世界各地の紛争と日本のスタンス② 

10、世界各地の紛争と日本のスタンス③ 

11、多国間の意思決定に日本はどう関われるのか 

12、日本と他国との関係～周辺国家との関係 

13、日本の果たすべき役割～核問題～ 

14、これからの日本外交を考える① 

15、これからの日本外交を考える② 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

北岡伸一『国連の政治力学―日本はどこにいるのか』中央公論新社・中公

新書 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 

科目名 算数 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 ２年生 

講義目標 指導者が必ず習得しておかなければならない①学習指導要領の重点と概

要、②算数・数学科の教育内容と教育方法について高い理解に到達し、初

等数学の指導にあたるための基礎を習得する。 

講義概要  

講義計画 １、小学 5年生終了時に求められる学力について 

２、算数科学習指導要領における「改訂の経緯及び基本方針」と「算数科改訂の趣旨

及び要点」について 

３、算数科学習指導要領の「算数科の目標」について 

４、各学年の「算数科の内容」について 

５、現行の学習指導要領に至るまでの経緯と目標を理解し、まとめる。 

６、第 1・2学年の「目標及び内容」について 

７、第 3・4学年の「目標及び内容」について 

８、第 5・6学年の「目標及び内容」について９、 

10、「指導計画作成上の配慮事項」について 

11、「数と計算」領域の指導内容について 

12、「図形」領域の指導内容について 

13、「測定」領域の指導内容について 

14、「変化と関係」領域の指導内容について 

15、まとめ 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

文部科学省『小学校学習指導要領解説 算数編』日本文教出版。 

土屋修・佐々木隆宏『算数教育の基礎がわかる本』学術図書出版社 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 子どもの健康と安全 科目区分 講義・演習 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 ３年生 

講義目標 保育環境を踏まえ子どもの保健に関する個別対応と集団全体の健康及び安

全の管理の具体的な方法を学ぶ。 

講義概要 衛生管理、事故の予防 及び安全対策、危機管理、防災への備えについて

理解する。子どもが体調不良になった場合の対処方法、救急処置と救急蘇

生法などを身に付ける。 

講義計画 １、子どもの健康と安全を学ぶにあたって 

２、妊娠、胎児期の発育、染色体異常 

３、子どもの成長と発達①：子どもの身体発育 

４、身体発育の評価【演習】身体測定 

５、子どもの成長と発達②：運動機能、神経機能、精神機能 

６、健康の評価【演習】バイタルサインの測定 

７、子どもの養護①：母乳栄養、人工栄養、離乳 

８、子どもの養護②【演習】調乳、手洗い 

９、子どもの養護③【演習】沐浴、口腔の衛生、排泄の援助 

10、子どもの保健の年間計画 

11、子どもの環境、事故の予防：環境の整備と安全教育 

12、子どもの安全教育【 

13、子どもの安全教育発表、質疑応答 

14、救急時の対応 

15、病気の子ども、障害のある子どもの対応 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

中根淳子・佐藤直子編著 『子どもの健康と安全』 ななみ書房。 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 子どもの食と栄養 科目区分 講義・演習 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 ３年生 

講義目標 小児期の栄養と食生活との関係を学び、一生涯の食生活の意義を理解す

る。また、保育者として、保育の食生活、「こころ」 の健康について理解

を深め、食生活の望ましいあり方と生活全般の関連性について広い視野に

立って考察する力を養う。 

講義概要 発育・発達の各段階によって栄養要求量や摂取方法が異なってくる。発達

暖気ごとの特徴や栄養摂取方法について学ぶ。 

講義計画 １、五大栄養素について 

２、五大栄養素の体内でのそれぞれの役割 

３、ビタミンの多く含まれる食品 

４、離乳の定義 

５、離乳の進行と、初期、前期、中期、後期、完了期の注意点 

６、母乳、調製粉乳について 

７、フォローアップミルク、ペプチドミルクについて 

８、母乳の栄養的、心理的長所 

９、母乳の短所 

10、偏食の定義 

11、食欲不振の定義について 

12、偏食・食欲不振の食事指導法。 

13、熱量素、構成素、調節素について 

14、初乳について 

15、母乳の免疫について 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

上田玲子『新版 子どもの食生活－栄養・食育・保育―』ななみ書房。 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 子どもの保健 科目区分 講義・演習 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 ２年生 

講義目標 子どもの心身の健康増進を図るための保健活動の意義を理解する。 

講義概要 子どもの運動機能及び生理機能の発達と保健について理解す る。また、

子どもの健康状態、心身の不調時の観察方法、発育・発達の把握と健康診

断を具体的に学ぶ。子どもの疾患についての 病態生理、その予防方法と

保育者としての適切な対処方法について学ぶ。 

講義計画 １、保育における子どもの保健の概要、健やか親子 

２、子どもの健康を守る意義：健康の概念、解剖生理の理解 

３、子どもの成長と発達①胎児の発育、小児期各期の身体発育 

４、子どもの成長と発達②運動、神経、精神、呼吸、循環器 

５、子どもに多い病気①感染症 

６、子どもに多い病気②感染症 

７、子どもに多い病気③消化器系、呼吸器系、内分泌系 

８、子どもに多い病気④アレルギー系 

９、子どもの精神保健：子どもの環境・虐待の要因とその影響 

10、子どもの発達障害：発達障害の種類とその対応 

11、子どもの栄養：母乳栄養、人工栄養、離乳 

12、子どもの健康管理①年間計画、月間計画 

13、応急処置の方法①：一時救急 

14、応急処置の方法②：応急手当方法 

15、まとめ 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

巷野悟郎、他 『子どもの保健－理論と実際－』同文書院 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 子ども家庭支援の

心理学 

科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 ２年生 

講義目標 乳幼児期から老年期までの人の生涯発達のプロセスや、各時期の課題につ

いて学ぶ。さらに、家族・家庭の意義や機能を学び、親子関係や家族関係

等について、子どもとその家族を、発達的な視点や、包括的に捉える視点

を習得する。 

講義概要 現代の子育て家庭に関する社会的状況や、家庭の多様性、特別な配慮を必

要とする家庭などについて学び、 子どもがうける生育環境からの影響、

子どもの心や健康に関わる問題について学ぶ 

講義計画 １、家庭支援へのアプローチ 

２、乳幼児期から学童期にかけての発達の特徴 

３、思春期から青年期の発達の特徴 

４、成人期から高齢期の発達の特徴 

５、家族システムと家族発達 

６、親としての養育スタイルの形成過程と世代間伝達 

７、子育て環境の社会状況的変化 

８、ライフコースとワーク・ライフ・バランス 

９、多様な子育て家庭への支援 

10、特別な配慮を必要とする家庭への支援１ 

11、特別な配慮を必要とする家庭への支援２ 

12、子どもを取り巻く生活環境と心身の健康 

13、子どもの心と健康 

14、障害のある子どもの理解と対応 

15、災害と子ども 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

本郷一夫 、神谷哲司『シードブック 子ども家庭支援の心理学』建帛社 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 子育て支援 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 ３年生 

講義目標 保育士の行う子育て支援の特性として、子どもの保育とともに行う保護者

の支援、保護者との相互関係や信頼関係の形成、支援のニーズについての

気づきと多面的理解、子どもと保護者が多様な他者とかかわる機会や場を

提供することなどを理解する。 

講義概要 子どもと保護者の状況・状態の把握、支援の計画と環境の構成、支援の実

践・記録、職員間、関係機関との連携・協働を学ぶ。多様な支援ニーズを

抱える子どもと家族への支援の実際（内容・方法・技術）を学ぶ。 

講義計画 １、子育て支援とは 

２、子育て支援の意義 

３、子どもの最善の利益 

４、保育者の専門性の活用 

５、保護者の養育力の向上 

６、保護者との信頼関係の形成―共感・受容― 

７、保護者の自己決定の尊重と秘密保持 

８、関係機関との連携・協力 

９、子育て支援における保育環境の活用 

10、相互理解や交流を深める 

11、安心感や親としての自尊心を支える 

12、子育て支援の困難性 

13、保護者の特性や子どもの発達上の課題と子育て支援 

14、保育者の援助の構えや保育システムの特性と子育て支援 

15、「子どもの最善に利益」を保障する 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

亀崎美沙子、他『保育の専門性を生かした子育て支援』わかば社 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 児童・家庭支援論 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 １年生 

講義目標 少子高齢社会の進行、家庭や地域における子育て機能の変化など児童や家

庭をめぐる環境が著しく変化するなかで、これから の児童・家庭福祉

は、子どもを健やかに生み育てられる環境づくりと家庭に対する支援を一

層重視した施策の展開が求められて いる。 

講義概要 児童・家庭福祉をめぐる環境の変化を踏まえて、児童福祉及び子ども家庭

福祉の意義及び歴史的展開、法律、制度、 福祉機関・施設の体系、母子

保健、保育、児童虐待対策など子ども家庭にかかわる福祉・保健施策と子

ども家庭への援助活動に ついて学修する。 

講義計画 １、子ども家庭福祉を取り巻く現状について 

２、現代社会の子どもの育ちと子育てに関するさまざまな福祉ニーズ 

３、子ども家庭福祉の原理、理念、権利保障 

４、子ども家庭福祉の定義、児童福祉を実践する上での原理、理念 

５、子ども家庭福祉にかかわる法制度 

６、子ども家庭福祉行政の実施主体と主な実施機関、児童福祉施設など 

７、母子保健の目的、歩み、母子保健法、母子保健施策の現状 

８、障害児および家族の実情とニーズ 

９、児童健全育成施策の目的と内容 

10、保育の実施体制、保育の対象、保育制度の変遷 

11、児童育成の責任と子育て支援に対する社会的支援 

12、母子家庭等自立支援策大綱の制定と関連法規の改正 

13、非行と情緒障害、非行の動向と非行についての理解 

14、児童虐待の定義、児童虐待の実態、子どもを虐待から保護する仕組み 

15、子ども家庭福祉分野における留意すべきソーシャルワーカー実践上の

ポイント 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

社会福祉士養成講座編集委員会 『社会福祉士養成講座 15 児童や家庭に対

する支援と児童・家庭福祉制度』中央法規 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 社会的養護Ⅰ 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 ２年生 

講義目標 社会的養護及び児童養護に関する考え方や理念、児童養護の歴史、児童養

護の制度など、基礎的知識を学修する。 

講義概要 実際に福祉現場に出たときに必要な 知識・技術を身につけるために、児

童養護に関する事例ケースを基に、ケースワークやグループワークなどの

方法について分析する。 

講義計画 １、現代社会の環境や家庭の機能の変容 

２、現代社会の現状と課題 

３、現代社会における児童及び母子・父子家庭が抱える問題 

４、現代社会における社会的養護に意義 

５、社会的養護の歴史的変遷と今日的課題 

６、社会的養護の制度と実施体系 

７、児童の権利擁護 

８、施設養護の理念と施設養護の原理と援助 

９、社会的養護の領域（家庭養護） 

10、社会的養護の領域（施設養護） 

11、施設養護の実態 

12、社会的養護の実践者に求められる専門性と援助技術① 

13、社会的養護の実践者に求められる専門性と援助技術② 

14、施設運営管理及び経営 

15、理想とする社会的養護と支援の内容や質 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

小野澤昇、他『子どもの生活を支える社会的養護』ミネルヴァ書房 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 

科目名 社会的養護Ⅱ 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 ３年生 

講義目標 居住型児童福祉施設の創設の意図や目的について、座学や演習を通して学

ぶ。また、同時に施設を利用する子どもへの理解を深めるとともに、福祉

施設が内在する機能や役割について学ぶ。 

講義概要 児童の心身の成長や発達を保障し支援するために 必要な知識や技術、環

境について学修し、適切な児童観を育て、かつ施設養護の有効性について

学修する。加えて、地域社会と居住型児童福祉施設の関係性についても理

解する。 

講義計画 １、社会的養護内容とは何か 

２、社会的養護内容の基本的視点 

３、社会的養護内容を進める際の基本的方向性 

４、施設養護の現状と課題① 

５、施設養護の現状と課題② 

６、施設における支援の実際① 

７、施設における支援の実際② 

８、児童福祉施設・機関における支援の実際① 

９、児童福祉施設・機関における支援の実際② 

10、社会的養護内容の実践を行うための専門的技術 

11、社会的養護内容の実践を行うための専門的技術の応用 

12、利用者支援とリスク管理 

13、社会的養護内容を受け持つ施設の役割と運営管理にあり方 

14、施設実習に向けて必要とする知識 

15、今後の展望と課題 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

小野澤昇、田中利則、他『子どもの生活を支える社会的養護内容』ミネル

ヴァ書房 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 

科目名 社会福祉 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 １年生 

講義目標 基礎的な社会福祉について体系的に学修する。 

講義概要 わが国や諸外国の社会福祉の歴史や歩み、現代社会において社会 福祉が果たしてい

る役割、社会福祉の法体系と運営実施体制、社会福祉の行財政と費用負担、民間社会

福祉の組織と活動、少子 高齢社会となっているわが国の社会福祉の課題と展望など

を学修する 

講義計画 １、社会福祉の概要と枠組み 

２、日本における社会福祉の歩み（1） 

３、日本における社会福祉の歩み（2） 

４、日本における社会福祉の歩み（3） 

５、欧米における社会福祉の歩み 

６、社会福祉の援助対象 

７、社会福祉におけるニーズの捉え方 

８、社会福祉の法制度 

９、社会福祉の行政と財政 

10、社会福祉と民間福祉活動 

11、社会福祉援助技術（相談援助）の意味 

12、社会福祉機関の組織と運営 

13、社会福祉の国際動向 

14、21 世紀社会福祉の展望 

15、まとめ 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

小田兼三、杉本敏夫『社会福祉概論：社会福祉の原理と政策』勁草書房 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 社会福祉入門 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 １年生 

講義目標 これまでの福祉理念 の変遷を概観し、急速に変化していく現代社会にお

ける、これからの福祉のあり方についても考える。 

講義概要 社会福祉に関わる仕事をめざす学生のために、 福祉の基本や福祉に関連

する職業にはどのようなものがあるのか、社会的に見て福祉とは何か、そ

して、福祉の職業に従事するためにはどのような資格があるのか、各々の

福祉領域で必要不可欠な能力とは何か等を学修する。 

講義計画 １、社会福祉とは何か 

２、イギリスにおける社会福祉の発達 

３、アメリカにおける社会福祉の発達 

４、日本における社会福祉の発達 

５、わが国の社会福祉制度の展開 

６、わが国の社会福祉行政 

７、社会福祉援助とソーシャルワーク、援助の原則 

８、ソーシャルワークの種類 

９、わが国の高齢者福祉の現状 

10、わが国の児童福祉の現状 

11、わが国の障害者福祉の現状 

12、地域福祉活動の重要性 

13、貧困問題と社会福祉 

14、社会福祉士及び介護福祉士法 

15、社会福祉士・介護福祉士の職場と福祉専門職に求められる資質 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

大島侑、他『シリーズ・はじめて学ぶ社会福祉①社会福祉概論』ミネルヴ

ァ書房。 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 障害児療育 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 ２年生 

講義目標 近年、個のニーズや生活様式の多様化とともに、療育における支援のあり

方も多様化している。そのような中で統合保育の効果が実証されつつあ

り、障害のある子どもの療育の場として統合保育を希望する保護者は多

い。一方「気になる」子どもの報告が増え、今やこれらの子どもに対する

専門的知識と対応力の向上は必須となっている。 

講義概要 乳幼児の定型発達に関する基本的な知識をふまえながら、特別なニーズの

ある子どもへの対応、障害の受容期にある保護者への支援のあり方、保育

所の職員間や外部専門機関との連携等に視点をおきながら、障害児療育の

理論と実践について学ぶ。 

講義計画 １、障害の理解 

２、障害のある子どもの生活を支える福祉や医療の制度 

３、障害のある子どもの発達 

４、療育における家庭の子育て支援 

５、療育の種類と支援・専門家との連携 

６、地域における専門機関との連携 

７、就学への移行と特別支援教育 

８、よりよい療育実践のために 

９、知的障害児への支援 

10、肢体不自由児への支援 

11、自閉症を伴う子どもへの支援 

12、「気になる子ども」への支援 

13、教材・教具と発達支援 

14、運動遊びと発達支援 

15、事例に基づいて 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

市川奈緒子・岡本仁美「療育・発達支援入門」金子書房 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 情報処理演習Ⅰ 科目区分 演習 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 １年生 

講義目標 文献や資料の十分な収集、定性的又は定量的なデータの統計解析は、新た

な福祉ニーズの発見や、すでに提供されているサービ スの適切さなどを

評価するために重要な手段である。初心者を対象にインターネットでの情

報収集、電子メールでの文書作成や、表計算での定量的な処理などを学

び、演習を主体に学修していく。 

講義概要 コンピュータの基本操作から、インターネットの概念や使用時の留意事項

等を直接操作しながら身に着けていく。 

講義計画 １、コンピュータとは何か、仕組み、基本的な操作、歴史等について 

２、インターネットの歴史、サービスについて 

３、コンピュータ・ネットワークを利用する上でのマナーについて 

４、著作権について」 

５、ワープロソフトとは・基本的な利用方法 

６、さまざまな機能を用いたレポート文書の作成 

７、表計算ソフトとは・基本的な利用方法 

８、関数の利用 

９、グラフの作成 

10、データの処理、並べ替え、フィルタリングなど 

11、プレゼンテーションソフトとは・基本的な利用方法 

12、プレゼンテーションをするにあたっての注意点 

13、プレゼンテーション実習 

14、総合演習 

15、総合演習 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

太田宗雄、他『コンピュータ入門』共立出版 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 心理学概論 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 １年生 

講義目標 現代社会が抱えるさまざまな問題を心理学の観点からアプローチできるよ

うここでは心理学全体を見渡すことを目的とする。 

講義概要 心理学とは何か、から始まり、心理学分野を「心の仕組み」、「心の問題を

紐解く」、「心のケアと支援」、という３つの大きな領 域から考え、心理学

の成り立ち、人の心の基本的な仕組み及び働きについて学習していく。 

講義計画 １、心理学とは何かについて、 

２、「感覚・知覚」、「記憶・思考と言語」等の基礎的な事項について 

３、発達とは 

４、「発達心理学」について① 

５、「発達心理学」について② 

６、「社会心理学」について 

７、「人格心理学」について① 

８、「人格心理学」について② 

９、「教育心理学」について 

10、「家族心理学」について 

11、「産業・組織心理学」について 

12、「臨床心理学」について① 

13、「臨床心理学」について② 

14、「健康心理学」について 

15、「福祉心理学」について 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

社会福祉士養成講座編集委員会編 『新・社会福祉士養成講座２ 心理学理

論と心理的支援』 中央法規 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 人権教育 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 １年生 

講義目標 子どもは人権の主体である。わが国においても、子どもの最善の利益の確

保、差別の禁止、子どもの意見の尊重などの国際的な原則のもとで、その

権利が現実に保障されるようになることが大切である。 

講義概要 この講座では、子どもの権利がどのように擁護されているのか、法令など

の内容や社会、学校、家庭などの実態に即しながら考察を深める。 

講義計画 １、人権教育について自身の体験について想起し整理する。 

２、「憲法」および「世界人権宣言」にみられる基本的人権について 

３、「人権教育・啓発に関する法律」の制定の経緯や関連について 

４、「子どもの権利に関する条約」について理解を深める 

５、条約の中で子どもの最善の利益がどのように捉えられているか 

６、子どもの「意見表明権」がどのように捉えられているか整理する 

７、子どもの「ゆとりや遊びの権利」がどのように捉えられているか 

８、「親の権利義務と子どもの権利義務」について整理する。 

９、高齢者、障害者など、人権侵害の課題について整理する。 

10、わが国の人権教育の歩みと「同和教育」との関連を整備理する 

11、「アイヌの人びと、外国人」の人権侵害・保障について整理する。 

12、学校における人権教育の実際について、指導方法を含めて整理する。 

13、幼保および小学校の人権教育の実際について整理する。 

14、いじめのない学校に向かう方策を考察する。 

15、共生社会の実現のために）学校教育の果たす役割について考察する。 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

中野光、他『子どもの権利条約』岩波書店。 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 人体の構造と機

能及び疾病 

科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 １年生 

講義目標 福祉専門職者・心理専門職者として要求される最低限の医療、医学の知識

の習得を目標とする。 

講義概要 医学の総合社会科学としての側面についても触れ、生活の質（QOL）を豊

かにする保健・医療・福祉・心理のあり方についても学ぶ。 

講義計画 １、命と医学・医療、医学・医療の歴史 

２、心身機能と身体構造① 

３、心身機能と身体構造② 

４、心身機能と身体構造③ 

５、心身機能と身体構造④ 

６、疾病と障害① 

７、疾病と障害② 

８、疾病と障害③ 

９、疾病と障害④ 

10、疾病と障害⑤ 

11、疾病と障害⑥ 

12、疾病と障害⑦ 

13、日本人の健康状態と寿命 

14、健康づくり：健康度の向上、健康寿命延長のための活動 

15、最新の医学情報 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

一般社団法人 日本ソーシャルワーク教育学校連盟 編集 『最新社会福祉

士養成講座・精神保健福祉士養成講座【共通科目】1 医学概論』 中央法

規 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 図画工作Ⅰ 科目区分 講義・演習 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 １年生 

講義目標 本講義においては、多様な材料経験や造形における基礎的な実習等、指導

者として求められる豊かな造形表現活動の体験に主眼をおき、実践力を身

に着ける。 

講義概要 造形教育の目的の理解と併せて保育内容（表現）や図画工作科の内容を理

解し展開するために必要とされる多様な材料体験や造形表現体験を通して

造形表現活動の経験を豊かにし、造形教育において必要な基本的な知識や

技術を体験的に理解し習得する場とする。 

講義計画 １、造形教育の目的と内容 

２、幼少接続－学びの連続・幼少期の終わりまでに育ってほしい姿 

３、他教科との連携による造形教育 

４、絵画 ① 

５、絵画 ② 

６、版画 ① 

７、版画 ② 

８、彫刻 ① 

９、彫刻 ② 

10、デザイン・映像メディア表現 ① 

11、デザイン・映像メディア表現 ② 

12、工作・工芸 ① 

13、工作・工芸 ② 

14、鑑賞 

15、社会への広がり 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

樋口一成：編著『小学校図画工作の基礎』萌文書林。 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 生活 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 １年生 

講義目標 「生活」の趣旨や目標および内容について学ぶ際に、幼児保育との関連を

重視し、生活科が幼稚園・保育園の遊びと小学校の教科とのつながりがあ

ることを理解する。 

講義概要 幼児期からの連続性を踏まえて、具体的な活動や体験を通して自分と身近

な環境とのかかわりを大切にしながら実感的に学んで知的な気づきを深め

たり、 自分自身や自分の生活について考えたり、基本的な生活習慣を身に

つけたりする。 

講義計画 １、各自の生活科の学習体験を想起する 

２、生活科誕生の背景と経緯を整理する。 

３、生活科の教科目標と体験とのつながりを整理する。 

４、生活科の三層の内容構成とその特色について整理する。 

５、学校、家庭、地域について、子どもの生活環境との関係で整理する。 

６、公共物、季節、自然、動植物、交流について 

７、自分自身について、子どもの成長との関係で整理する。 

８、生活科の指導計画作成上の配慮事項 

９、生活科の内容と単元構成の関連について 

10、生活科の学習指導の特徴と、指導案の特徴 

11、生活科の体験を重視した学習 

12、生活科の学習指導の実際 

13、生活科と他教科等、総合的な学習の時間とのつながり 

14、幼保との連携と生活科のスタートカリキュラム 

15、生活科の特質に即した評価のあり方 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

文部科学省『小学校学習指導要領解説 生活編』日本文教出版。 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 

科目名 体育 科目区分 講義・演習 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 ２年生 

講義目標 小学校教育課程における体育授業の基本的考え方や運動指導に必要な基本

的知識を理解し、各領域（体つくり運動、器械運動、 陸上運動、ゲーム・

ボール運動、表現運動、保健学習等）の特性を踏まえ実技を行う 

講義概要 スクーリングについては実技中心の授業であり、適宜講義とディスカッシ

ョン形式を取り入れる 

講義計画 １、体育科の他教科にはない特性及び学習指導要領に示される目標 

２、体育科の領域構成について 

３、「できるようにする」ための指導のポイント①鉄棒 

４、「できるようにする」ための指導のポイント②跳び箱 

５、「できるようにする」ための指導のポイント③水泳 

６、「体つくり運動」の特性と教材価値 

７、「ボール運動」(ゴール型) 

８、「ボール運動」(ネット型) 

９、「ボール運動」(ベースボール型) 

10、「表現運動」や「ダンス」 

11、「陸上運動」 

12、「器械運動」 

13、「さかあがり」「リフティング(サッカー)」「縄跳び」などの身近な運動 

14、「さかあがり」「リフティング(サッカー)」「縄跳び」などの身近な運動 

15、「保健学習」の教材配列を整理 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

文部科学省『小学校学習指導要領 体育編』東洋館出版。 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 

科目名 特別ニーズ教育論 科目区分 講義・演習 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 ２年生 

講義目標 障害の有無に関わらず特別の教育的ニーズのある児童を理解する。 

講義概要 (1) インクルーシブ教育の理念とシ ステム構築の具体化の模索、(2)わが

国の特別支援教育の理念、制度及び展開、(3)特別支援学校や特別支援学

級、通級による指導、地域連携支援などの特別支援教育の各形態の現状と

課題、についてそれぞれ講述する。 

講義計画 １、特別支援教育の歴史 

２、インクルーシブ教育への転換 

３、インクルーシブ教育への転換２ 

４、インクルーシブ教育への転換３ 

５、障害児の教育課程と方法 

６、障害児の教育課程と方法２ 

７、障害児の教育課程と方法３ 

８、障害児の教育課程と方法４ 

９、障害児の教育課程と方法５ 

10、障害児者の発達・障害・生活 

11、障害児者の発達・障害・生活２ 

12、障害児者の発達・障害・生活３ 

13、障害児者の発達・障害・生活４ 

14、障害児者の発達・障害・生活５ 

15、障害者のライフステージと教育・福祉 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

玉村公二彦、他『新版 キーワードブック 特別支援教育』クリエイツかも

がわ。 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 日本史 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 １年生 

講義目標 自国の歴史をできる限り多角的にとらえ、歴史認識を養う。 

講義概要 主にわが国の歴史に新たな展開をもたらした時代の曲がり角に焦点をあて

ながら、歴史的考察能力の習得をめざす 

講義計画 １、大化改新から律令国家形成までの経緯について 

２、平城京について 

３、平安京の確立と蝦夷との戦い、平安初期の政治改革について 

４、藤原氏北家の発展と摂関政治について 

５、荘園と武士について 

６、院政の開始と平氏政権について 

７、鎌倉幕府の成立について 

８、武士の社会について 

９、室町幕府の成立について 

10、幕府の衰退と庶民の台頭について 

11、戦国大名の登場について 

12、幕藩体制の成立について 

13、幕藩体制の動揺について 

14、開国と幕末の動乱について 

15、明治維新について 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

佐藤信・五味文彦・高埜利彦・鳥海靖 編『改訂版 詳説 日本史研究』山

川出版社。 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 乳児保育 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 ２年生 

講義目標 わが国における乳児保育の発展の経緯と現状を確認し、保育所や乳児院の

役割を理解する。 

講義概要 乳児の発達・発育を留意した、乳児保育の担当者として求められる役割お

よび理論や知識・技術の基本を理解し、保育現場での課題解決方法を理解

する。 

講義計画 １、日本の子育て環境と乳児保育の実態 

２、乳児保育の発展の経緯と政策の変遷 

３、乳児の身体の発育と運動面の発達理解 

４、乳児の身体の発育と運動面の発達理解 

５、乳児の身体の発育と運動面の発達理解 

６、乳児の生活と健康 

７、乳児の生活と健康 

８、乳児の基本的生活と健康 

９、乳児期の基本的生活 

10、乳児の遊びと対人関係 

11、乳児の遊びと対人関係 

12、保育計画の立て方 

13、乳児保育における現代的な課題 

14、乳児保育の担当者として求められる役割と資質 

15、乳児保育の担当者として求められる役割と資質 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

大阪保育研究所『テキスト乳児保育』フォーラム・Ａ 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 

科目名 乳児保育Ⅱ 科目区分 講義・演習 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 ３年生 

講義目標 乳児保育Ⅰで学んだことを基礎として、保育を実践するために必要となる

乳児あるいは低年齢児にかかわる保育内容について、実践的な視点から具

体的かつ総合的に理解する 

講義概要 乳児保育Ⅰで学んだことを更に実践的に行う。具体的にはおむつの替え方

からミルクや離乳食の作り方、保育室の環境づくり、愛着関係について等

を幅広くより深く学修する。 

講義計画 １、乳児保育の基本となる考え 

２、乳児の生活：日課 

３、乳児の生活：遊ぶ 

４、乳児の生活：食事 

５、乳児の生活：睡眠 

６、乳児の生活：排泄 

７、乳児の生活：安全 

８、乳児の生活：健康 

９、乳児の生活：保育室 

10、家庭とのつながり 

11、保育所での環境と生活の仕方 

12、生活を支える保育者の役割 

13、子どもと生活を共にする保育者の役割 

14、日々の生活の中から見えてくる子どもの姿 

15、乳児が生活する場所の問題 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

阿部和子『乳児保育の基本』萌文書林。 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 福祉と教育 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 １年生 

講義目標 正解が一つではない問題を考え、課題探求できる分析力と思考力を備えた

人材を育成する。 

講義概要 福祉の時代に向けて真に必要な 諸能力は何かを分析し、２１世紀に求め

られる福祉人のあり方について考察する。 

講義計画 １、福祉現場での問題解決法 

２、教育方法の現状 

３、「いじめ」について 

４、「教員の指導力不足」について 

５、「教員の精神的ストレス」について 

６、「不登校」について 

７、「これからの大学教育」について 

８、「教師の意識」について 

９、「バイスティックの７原則」について 

10、「これからの社会福祉」について 

11、「これからの福祉教育」について 

12、「ターミナルケア」について 

13、「筋萎縮性側索硬化症」について 

14、「音楽療法」について 

15、「自分で興味や関心を持ったこと」について 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

東京福祉大学編『新・社会福祉要説』ミネルヴァ書房。 

東京福祉大学編『教職科目要説－初等教育編』ミネルヴァ書房。 

東京福祉大学編『教職科目要説－中等教育編』ミネルヴァ書房。 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 文章表現 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 １年生 

講義目標 目標は、文学的表現や美文調の修辞等ではなく、むしろ簡潔で明快な表現

法である。文法・文字表記の正しさ、語彙選択の適切さ、表現の適切さ・

わかりやすさ、文章構成の明確さ、論理の一貫性などに重点をおいて学修

していく。 

講義概要 本科目では、レポート作成に必要な「書く」技術の基礎訓練を行う。実際

に自分で文章を作り、それを推敲することを繰り返すことで所謂「文章

力」を高めていく。 

講義計画 １、レポートとは何かを知り、レポートの形式を理解する。 

２、レポートで必要とされる文章を知る。 

３、レポートで求められる文章の構造を理解する。 

４、レポートの主題を設定する。 

５、レポートを設計する。 

６、レポートを書くために必要な情報を集める。 

７、必要な情報を整理し、要約する。 

８、レポートにおける段落の役割と構造を知る。 

９、レポートを組み立てる。 

10、文献や資料からの引用方法を知る。 

11、ポイントを押さえてレポートを作成する。 

12、参考文献リストの書き方を理解する。 

13、レポートの表記の方法を知る。 

14、文章・表現・形式を点検する。 

15、作成したレポートを自己評価する。 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

古郡延治『論文・レポートの文章作法』有斐閣新書 

東京福祉大学編『保育児童福祉要説』中央法規。 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 保育の心理学 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 １年生 

講義目標 心の機能は、感覚・知覚・認知、社会性、気質・性格、感情などさまざま

な側面を見せながら、人の一生を通じて変化していく。 発達は、個々に

異なる様相をみせると同時に、乳児期、幼児期、学童期、青年期などの各

ライフステージにおける普遍的な特徴をもつ。 

講義概要 発達の概念および各ライフステージにおける心理及び行動の特長について

学び、また，発達における環境の影響と して学習や動機づけの理論につ

いて学ぶ。こうした学びによって，子どもの発達過程をふまえて，主体的

学習を支える援助のあり方について，理論的に説明できるようになること

を目指す 

講義計画 １、子どもの発達を理解することの意義 

２、子ども観と保育観の変遷 

３、胎児期・新生児期の発達の特徴 

４、乳幼児期の発達の特徴 

５、児童期の発達の特徴 

６、青年期の発達の特徴 

７、身体・運動の発達 

８、認知の発達 

９、言語の発達 

10、感情の発達 

11、気質・性格の発達 

12、学習理論 

13、動機づけ 

14、心身の発達をふまえた保育者の指導 

15、心身の発達をふまえた集団作り 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

本郷一夫『シードブック保育の心理学Ⅰ・Ⅱ』建帛社 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 

科目名 保育の心理学Ⅱ 科目区分 講義・演習 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 ２年生 

講義目標 発達心理学Ⅰで基礎的知識を学修するため、ここでは保育実践に活かせる

発達理解をすすめる。 

講義概要 遊びや生活の活動の具体的な姿に表れる発達の姿を扱い、発達課題に即し

た教育的環境構成ができるようにする。子どもを総合的に捉え、環境との

主体的な相互作用の意義、現代社会における子どもの問題等を具体的に考

察する。 

講義計画 １、子どもの発達理解の方法  

２、子どもの精神的健康と障害 

３、園内研修を通した子どもの発達理解 

４、他機関との連携を通した子どもの理解 

５、親子関係の発達と支援の実際 

６、仲間関係の発達と支援の実際 

７、遊びの発達と支援の実際 

８、自己の発達と支援の実際 

９、認知発達への支援の実際 

10、言語・コミュニケーションへの支援の実際 

11、演習課題１ 

12、演習課題２ 

13、演習課題３ 

14、発達障害について 

15、虐待について 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

本郷一夫『シードブック保育の心理学Ⅰ・Ⅱ』建帛社 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 保育原理 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 １年生 

講義目標 乳幼児期が人間形成の基礎としてきわめて重要な意味を持つことは、諸科

学の進歩とともにますます強調されている。特に自己を主張し始める乳幼

児期にあっては、保育者の側に乳幼児に対する十分な理解と洞察がなけれ

ばならない。そして保育者が保育実 践の中で何をめざしているのか、目

的をしっかり持つことが重要である。 

講義概要 保育の歴史と現状、意義、課題、基本的原理、さまざまな保育思想などの

基本知識を学びながら、確かな保育観、子ども観、あるいは発達観を築

く。 

講義計画 １、保育とは 

２、保育の歴史について学ぶ（１）西洋近代の保育思想 

３、保育の歴史について学ぶ（２）保育施設のはじまり 

４、保育所・幼稚園・認定こども園の歩み 

５、乳幼児期の発達と子どもの生活 

６、保育の計画及び評価 

７、これからの保育者①これからの保育者 

８、これからの保育者②バランスのとれた管理と支援 

９、子育て支援①子育て支援が求められるのはなぜか 

10、子育て支援②地域の子育て支援の役割 

11、子育て支援③保育所・幼稚園・認定こども園における子育て支 

12、①多様な保育ニーズに対する国の施策②延長保育・一時保育 

13、保育形態について調べまとめる 

14、現代社会での子どもを取り巻く環境についての問題点と解決 

15、まとめ 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

佐藤康富『［新版］新しい保育原理』大学図書出版 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 保育児童学概論 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 １年生 

講義目標 人間の生涯発達のなかの初期段階である乳幼児期について、その発達の様

相を学び、子どもが育つことの本質を考えるとともに、子どもを育てるこ

との意義について理解する。 

講義概要 今日の生活環境の変化を背景とし て「育つ」「育てる」の関係も変化して

いることを踏まえ、子どもの発達のしかたの実情に基づいて、保育者に求

められるあり方 について考える。これらの学習を通して、保育の重要性に

ついての認識を確かなものにする。 

講義計画 １、「保育」とは何か 

２、子どもという存在 

３、生涯発達のなかの乳幼児期 

４、人間発達の方向付けとして重要な乳幼児期 

５、子どもの発育･発達について 

６、子どもの発育･発達の共通性 

７、愛着とは何か 

８、愛着の重要性 

９、愛着とその後の発達との関係 

10、愛着から自律へ 

11、家庭における保育・教育 

12、父親･母親の保育責任 

13、発達の様相についてまとめる 

14、子どもが育つこと の本質、子どもを育てることの意義について 

15、保育児童学概論のまとめ 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

岡野雅子、他『新保育学』南山堂。 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 

科目名 保育児童基礎演習 科目区分 講義・演習 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 ２年生 

講義目標 保育実習に先立ち、保育の実際に触れるとともに、実習生としての基本的

なあり方を学ぶ。 

講義概要 手遊び、絵本の読み聞かせ、紙芝居、ペープサートなど保育の基本実技を

身につける。自分の日常行動の改善を図り、実習への意欲を高める。 

講義計画 １、保育実習の意味目的 

２、保育所実習・施設実習の基礎的な知識 

３、１日の流れについて 

４、保育者に求められる資質とは何か 

５、実習に向けての心構えと準備 

６、教材研究の意義及び方法について 

７、子どもの歌、手遊び等について 

８、絵本、紙芝居等の利用について 

９、子どもの歌、手遊び、絵本、紙芝居等を利用した演習 

10、指導計画の考え方 

11、指導計画の作成について 

12、指導計画に沿った模擬保育の展開について 

13、保育の評価（評価について考え方）について 

14、障がい児保育における「インクルーシブ保育」について 

15、まとめ 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

大豆生田啓友、他『幼稚園実習・保育所・施設実習 第 2版』ミネルヴァ書

房。 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 

科目名 保育実践演習 科目区分 演習 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 ４年生 

講義目標 これまで修得した保育の専門知識の振り返りによって保育の専門的基礎力

の定着を図ること、及び専門的知識技能の実践への応用、課題解決能力を

高めることの二点が目標になっている。 

講義概要 現在の保育実 践上の課題、子どもや子育てに関わる環境上の諸問題を自

ら発見し、その改善に向けての方策を考え、実行することができるよう、 

問題発見能力、課題解決能力、実践への積極的態度を養う。そのために現

在の保育問題（少子化、保育制度、子育て支援、幼小連携等）についてよ

く調べ、身近な具体的課題を設定し、テーマ毎に研究、グループ討議、研

究発表を行う。 

講義計画 １、保育実践の特殊性と保育者に必要な専門的技能 

２、子どもの最善の利益を考慮した保育 

３、幼児教育者に求められているもの① 

４、幼児教育者に求められているもの② 

５、幼児教育者に求められているもの③ 

６、保育環境の改善① 

７、保育環境の改善② 

８、保育環境の改善③ 

９、総合的な実践の結びつき① 

10、総合的な実践の結びつき② 

11、総合的な実践の結びつき③ 

12、総合的な実践の結びつき④ 

13、総合的な実践の結びつき⑤ 

14、保育者としての向上① 

15、保育者としての向上② 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

横山文樹、駒井美智子編著『保育・教職実践演習』大学図書出版。 

社会福祉法人日本保育協会『保育所保育指針 幼保連携型認定こども園教

育・保育要領』。 

文部科学省『幼稚園教育要領 解説』フレーベル館 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 

科目名 保育者論 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 １年生 

講義目標 保育士・幼稚園教諭の制度的位置づけ、社会的役割・職務内容と必要とさ

れる専門的能力を理解し、保育者にふさわしい資質を自ら養おうとする態

度を養う。 

講義概要 社会人としての基本的あり方、保育者の倫理観、乳幼児保育の基礎的知

識・技能、保護者支援の方法等、具体的な保育方法の学習とともに、世界

的な保育の動向など幅広い視点も含め、保育の専門家としての見識を 持

つように学習を行う。 

講義計画 １、保育の意味 

２、保育の現状理解 

３、子ども観、保育観の重要性① 

４、子ども観、保育観の重要性② 

５、子ども観、保育観の重要性③ 

６、保育者と制度①保育者の制度的地位 

７、保育者と制度②保育士資格取得の要件・幼稚園教免許取得の要件 

８、幼稚園教諭に求められる能力と職務内容の概要 

９、保育士に求められる能力と職務内容の概要 

10、保育者の役割と専門性①保育者として望ましい資質 

11、保育者に求められる専門性②保護者支援 

12、期待される保育者①成長する保育者 

13、期待される保育者②社会のニーズへ対応 

14、保育者の職務と倫理 

15、今後の保育制度の動向と保育者の在り方 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

民秋言編『保育者論』建帛社 

文部科学省『幼稚園教育要領』 

文部科学省『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 保育内容（言葉） 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 １年生 

講義目標 領域「言葉」の指導の基盤となる、幼児が豊かな言葉や表現を身につけ、

想像する楽しさを広げるために必要な基本的知識を身につける。 

講義概要 乳幼児期の言葉の発達と言語環境の理論的理解を通して、乳幼児期の豊か

な心身の育ちを培うための保育者の役割を考察する。また、豊かな想像性

と言語表現を促す児童文化財について、理論と実践を通してその意義と価

値を理解し、言葉に対する感覚を豊かにする教材や実践に関する知識、技

術を習得する。 

講義計画 １、保育内容「言葉」の意義 

２、「言葉」のねらいと内容 

３、子どもの言葉の発達 

４、子どもの言葉と環境 

５、保育者の指導・支援（援助） 

６、言葉でのかかわりに配慮を必要とする子どもの援助・指導・評価 

７、保育者の言葉 

８、言葉と児童文化財（教材研究） 

９、言葉あそび 

10、児童文化教材の実践 

11、「言葉」の指導計画 

12、言葉と国語教育 

13、わらべうた・言葉あそび 

14、指導計画を作成 

15、まとめ 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

駒井美智子『保育者をめざす人の保育内容「言葉」』株式会社みらい 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 保育内容（健康） 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 １年生 

講義目標 幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園・保育要領における健康領域の

ねらいと内容について理解、習得することで、幼児期の発育・発達を理解

し、子どもが自ら考えて行動し、問題解決できるように育む保育者を目指

す。 

講義概要 保育者として子どもの健康な心と体を育てることができるよう自ら健康的

な生活を実践し、子どもが健康で安全な生活を作り出す力を支援できるよ

うにする。 

講義計画 １、健康の概念に関する理解 

２、領域「健康」のねらいと内容について 

３、心身の発達について（１） 

４、心身の発達について（２） 

５、基本的生活習慣の形成について（１） 

６、基本的生活習慣の形成について（２） 

７、基本的生活習慣の形成について（３） 

８、遊びと健康について（１） 

９、遊びと健康について（２） 

10、遊びと健康について（３） 

11、遊びと健康について（４） 

12、健康と安全について（１） 

13、健康と安全について（２） 

14、健康と安全について（３） 

15、授業総括 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

茗井香保里・宮下恭子・平山素子 『乳幼児の健康』 大学図書出版。 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 保育内容（人間関係） 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 １年生 

講義目標 子どもの発達に即した人間関係を育む援助や活動を構想できるようになる

ことを目指す。 

講義概要 保育内容を構成する人間関係について理解する。子どもの発達とともに人

間関係がどのように広がり、深まっていくのかを理解する。保育における

子ども、保育者、家庭、地域を含めた人とのかかわりについて理解し、保 

育の全体構造における人間関係に関して総合的に指導・援助が行えるよう

な理論や知識を習得する。 

講義計画 １、乳幼児を取りまく人間環境について理解する。 

２、乳児期の「人との関わり」に関する発達の過程を理解する。 

３、幼児期の集団生活の経験が人間関係を育むことを理解する。 

４、パーテンによる「遊びの発達段階」について理解する。 

５、「遊びの発達段階」における保育者の望ましい援助について。 

６、0～2 歳児の保育者と子どもの人間関係における留意点を理解する。 

７、3 歳以上の保育者と子どもの人間関係における留意点を理解する。 

８、子どもの自立心や自律心の発達について理解する。 

９、子ども達が役割や立場に責任を持ち、主体的に行動するための援助 

10、子ども達が人との関係を育てていくなかで必要なポイントを知る。 

11、現代の保護者を取りまく状況を理解し、子育て支援を考える。 

12、小学校との連携における「人間関係」の課題を理解する。 

13、人間関係の力を育む指導案の構成および作成について理解する。 

14、人とかかわる力を育てる環境構成について考察する。 

15、「人とかかわる力を育てる保育者のかかわり方」について考察する。 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

岸井慶子・酒井真由子 編著 『コンパス 保育内容 人間関係』 建帛社 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 保育内容（表現） 科目区分 講義・演習 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 １年生 

講義目標 乳幼児は日常生活や遊びの中で、イメージを自由に膨らませながら豊かな

表現を見せてくれる。保育者には、 そのような乳幼児一人ひとりのある

がままの姿を捉え、意志のある「表」と無意識のうちに現れる内的変化で 

ある「現」をそれぞれ大切に受け止めるための理解力を身につける。 

講義概要 講義と演習を通して、乳幼児における表現の意味を理解し、表現の萌芽に

気づき、その表現に対し、適切に対応できる応答力を身につける。 

講義計画 １、保育内容「表現」の歴史的変遷について調べまとめる。 

２、領域「表現」のねらいと内容の意味を理解する 

３、バランスのとれた身体とはどのようなものか理解する。 

４、音楽に合わせた遊びの重要性を理解する。 

５、子どもの歌を分析することで、特徴と魅力を理解す る。 

６、季節に着目し行事や動植物、自然や命について観察し感じ考える。 

７、造形に対する感性と表現について理解する。 

８、造形に対する感性と表現について、保育現場での指導方法を考察する 

９、音・音楽に対する感性と表現について理解する。 

10、音・音楽に関する、保育現場での指導方法を考察する 

11、子どもの豊かな感性と表現を育むための環境について理解する。 

12、表現を育てる保育者の役割と保育教材について考察する。 

13、領域「表現」のねらいや内容を参考に、指導案を立案し実践する。 

14、模擬保育とその振り返りから、保育を改善する視点を身につける。 

15、保育内容「表現」のこれまでと今後の課題について考察する 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

小林紀子・砂上史子・刑部育子 『新しい保育講座 保育内容「表現」』 ミ

ネルヴァ書房 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 保育内容総論 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 １年生 

講義目標 保育内容の５つの領域(保育所は｢養護｣的内容が加わる)は保育実践では分

断されて行われるものではない。具体的な生活や遊びの中では、それらが

丸ごと含まれているので、実践の中で総合的に捉える視点をもてるように

し、保育を進めていけるように学ぶ。 

講義概要 改めて５領域について理解を深めるとともに、それらが独立したものでは

なく互いに影響を与え合っているということを事例等を通して理解する。 

講義計画 １、「保育内容総論」とはなにか 

２、保育の基本 

３、保育内容の意味 

４、保育内容の変容とその背景 

５、保育方法と保育内容 

６、子どもの育ちをどのように見るか 

７、３歳児未満児の保育内容と指導計画のポイ ント 

８、３・４・５歳児の保育内容と指導計画のポイ ント 

９、１・２歳児の保育の展開 

10、年少児の保育展開 

11、年中児の保育の展開 

12、年長児の保育の展開 

13、学校教育の基本としての保育 

14、現代社会と生きる力の基礎 

15、まとめ 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

関口はつ江、岸井慶子『実践理解のための保育内容総論』大学図書出版。 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 

科目名 保育内容総論Ⅱ 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 ２年生 

講義目標 幼稚園修了までに子どもが経験し、育つことが期待されている事項、すな

わち「ねらい」を達成するための内容が保育内容である。保育内容総論で

の学習をさらに深め実践的なものとしていく。 

講義概要 ①保育内容（５領域）を総合的に把握する、②期待される事項がどのよう

な活動を通して、経験されていくのかを実践とつなげて理解する、③子ど

もの発達段階にふさわしい主体的な活動を捉える目を持ち、適切なかかわ

りを考える、等を中心内容とする。 

講義計画 １、保育の基本の理解 

２、保育内容の理解 

３、現在の幼稚園教育、保育所保育での保育内容理解と指導上の留意点 

４、保育内容の変遷理解 

５、保育における子どもの育ちの捉え方 

６、保育方法と保育内容の関連、情報機器及び教材の活用法 

７、保育ニーズ、保育実践の方法理解と指導上の留意点 

８、3歳未満児の指導計画のポイントと指導案の作成 

９、３，４，５歳児の指導計画のポイントと指導案の作成 

10、１，２歳児の保育の実際の理解 

11、３歳児保育の実際の理解 

12、4歳児の保育の実際の理解 

13、5歳児の保育の実際理解 

14、小学校の教科と保育内容の違いと幼小連携 

15、保育に対する社会のニーズと保育実践の動向及び保育構想の向上 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

関口はつ江、岸井慶子『実践理解のための保育内容総論』大学図書出版。 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 法学（憲法） 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 １年生 

講義目標 社会福祉の専門家にとって、憲法、民法、行政法（特に生活保護法や児童

福祉法など社会福祉に密接に関連する法律）の基礎知識を学ぶことは重要

である。 

講義概要 社会福祉における法の作用や役割を学び、社会福祉の専門家として必要と

される法律の基本的知識を習得する。また、憲法、民法(中でも親族法、

相続法)、行政法については、条文や判例の検討なども含めて研究する 

講義計画 １、法の本質と目的 

２、成文法と不文法という法の存在形式（法源）を学修する。 

３、不文法の中の慣習法と判例法の重要性を把握する。 

４、法の体系 

５、法の効力 

６、法の解釈方法の違いを見きわめる。 

７、国会の権限を知る。 

８、内閣の機能を考える。 

９、裁判所の役割をつかむ。 

10、基本的人権の思想史とその種類を学修する。 

11、自由権の種類とその内容を研究する。 

12、社会権の種類とその存在価値を検討する。 

13、受益権の種類とその事例を考察する。 

14、参政権の種類とその意義を理解する。 

15、まとめ 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

三好充、他『ポイント法学』嵯峨野書院。 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 法学概論 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 １年生 

講義目標 いわゆる法学入門に相当する法や法学一般について学び、研究する。 

講義概要 社会福祉の専門家には、憲法第２５条に定める生存権の保障を実現するた

め、様々な社会保障、社会福祉諸制度やそれに関わる 行政機関への手続

きのための知識が必要である。そのため、憲法、民法、行政法の基礎知識

を習得することは必要である。 

講義計画 １、近代国家と憲法 

２、近代憲法の原理 

３、外見的立憲主義 

４、現代憲法の成立とその背景 

５、現代憲法の原理 

６、基本的人権の成立と発展 

７、自由権 

８、精神的自由の優越的地位 

９、公共の福祉論 

10、法の下の平等① 

11、法の下の平等② 

12、社会権① 

13、社会権② 

14、国民（私人）相互間の基本的人権 

15、外国人の基本的人権 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

末川博『法学入門 第６版』有斐閣双書 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 幼児体育 科目区分 講義・演習 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 １年生 

講義目標 子どもたちの運動遊びや身体表現の場において、言葉による指導・助言の

みに頼るのではなく、保育者自身が視覚教材となり得るような動作やしぐ

さを身につける。 

講義概要 身体運動に関する基本的な知識（幼児期に体得すべき基礎的動作・基本的

運動を含む）の理解を深めるとともに、自身の運動能力を高めるためのプ

ログラム、遊びの要素を取り入れながら幼児体育で取り扱う運動遊び・ゲ

ーム・身体表現等に関する教材研究を行う。また安全管理や安全教育につ

いて学習する。 

講義計画 １、幼児体育の意義について 

２、幼児期の運動遊びについて 

３、遊びの必要性について① 

４、遊びの必要性について② 

５、指導計画① 

６、指導計画② 

７、指導計画に基づく実践① 

８、指導計画に基づく実践② 

９、乳幼児の運動遊びの実際① 

10、乳幼児の運動遊びの実際② 

11、乳幼児の運動遊びの実際③ 

12、表現遊び 

13、創作リズム体操 

14、乳幼児の安全教育 

15、学修内容の振り返りとこれからの幼児体育 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

井上勝子『すこやかな子どもの心と体を育む運動遊び』建帛社 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 幼児理解 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 ２年生 

講義目標 保育は、幼児一人ひとりの発達の特性に応じ、発達の課題に即した指導、

援助を行うことが重要である。それを実践できる知識・技能を得ることを

目標とする。 

講義概要 本科目では、幼児一人ひとりの行動や内面の理解、発達を適切に把握でき

るよう、ビデオ等も利用し保育の基本のあり方、幼児の生活の実際、指

導、援助方法、留意する点、保育記録の意味等について学ぶ。 

講義計画 １、保育方法の基本、保育方法の原理について 

２、乳幼児の理解と保育方法 

３、環境による保育とは 

４、環境による保育とは 

５、遊びによる総合的指導とは 

６、遊びにおける総合的指導とは 

７、保育における個と集団とは 

８、子どもにふさわしい園生活の展開とは 

９、発達の時期に応じた保育のあり方 

10、発達の時期に応じた保育のあり方 

11、保育の計画と実践 

12、行事を生かした保育の展開 

13、家庭・地域・小学校との連携を生かした保育 

14、さまざまな工夫が求められる保育 

15、保育者の成長と保育実践の深まり 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

大豆生田啓友・渡邉英則 編著 『新しい保育講座 6 保育方法・指導法』 

ミネルヴァ書房 

 



2022年度幼児教育学科シラバス 

 
科目名 臨床心理学 科目区分 講義 単位数 ２単位 

時間数 ３０時間 対象学年 ３年生 

講義目標 臨床心理学は、心理的な障害や問題に悩む人の適応や発達、自己実現を専

門的に援助する実践について研究する学問である。そのため、まず、発達

的観点からの臨床心理学的人間理解として、乳幼児期・学童期・思春期・

青年期・成人期・老年期の心理 的な課題と問題について学ぶ。 

講義概要 心理アセスメントの様々な側面と方法について学び、さらに、様々な臨床

心理学的援助の方法についても概説する。その上で、臨床心理学的実践の

様々な領域についての学修を重ねて、実践的な臨床心理学的な視点や 思

考方法を身につけていく。 

講義計画 １、臨床心理学とは何か 

２、臨床心理学の学問的背景について 

３、正常と病理の概念について 

４、乳幼児期・児童期の発達特徴と臨床心理学的な発達課題について 

５、青年期の心理と臨床心理学的問題 

６、成人期と老年期の心理 

７、心理アセスメントの理解 

８、心理面接によるアセスメントについて 

９、心理テストによるアセスメントについて 

10、臨床心理学的援助の方法 

11、対話以外の方法を用いた心理療法について 

12、家族・集団・地域社会へのアプローチ 

13、教育・福祉・司法のそれぞれの領域における臨床心理学的実践 

14、医療の領域における臨床心理学的実践 

15、地域における臨床心理学的援助 

成績評価 出席状況、レポートの内容、試験結果をもとに総合的に判断する。 

使用テキス

ト等 

野島一彦『臨床心理学への招待』ミネルヴァ書房。 
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